








Research on the performance of eld players in Baseball-type games for  
3rd and 4th grade elementary school students 
̶Focus on two main types of games̶
Youhei Takizawa, Tomoyasu Kondoh
Abstract: 
e purpose of this research was to examine eld player performance in Baseball-type games for 3rd and 4th 
grade students and to clarify which performances in these games students can learn.
We examined two main types of games.
In Game A, it was necessary for students to use some skills like throwing and catching to play this game. In 
Game B, it was necessary for students to make situational judgements about which base the runner would be 
caught out at.
e experimental classes of Game A were conducted over eight, one-hour PE sessions in two classroom 
groups in one school （66 students in total, 38 boys, 28 girls）. e experimental classes of Game B were 
conducted over seven, one-hour PE sessions of three dierent classroom groups in another school （83 students 
in total, 37 boys, 46 girls）.
e data was analyzed according to the following two measurements: eld player performance and 
questionnaire-based evaluation of PE classes by students.
e main results were as follows:
1. Field player performance improved signicantly in both Game A and Game B cohorts.
2.  In Game A, students learned “catching hit balls”, “catching thrown balls”, “throwing of the balls”, “decision 
making of throwing of the balls”, “backup”, “base position”, “eective role behavior” and “decision making 
of the team”.
3.  In Game B, students learned “catching hit balls”, “backup”, “base position”, ”deciding which base to get a 
runner out”, “eective role behavior” and “decision making of the team”.
From these results, “catching hit balls”, “backup”, “base position”, “eective role behavior” and “decision 
making of the team”. were common performances in both Game A and Game B. “Catching thrown balls”, 
“throwing of the balls” and “decision making of throwing of the balls” were only in Game A. “Deciding which 
base to get a runner out” was only in Game B.
rough this research we claried which eld player performances in these games students were able to learn. 
It is important for teachers to be conscious of these features of games if they would teach Baseball-type games.
（Received: July 12, 2018 Accepted; October 1, 2018）


















































































































































































学年・クラス 3年 1組 3年 2組 4年 3組 4年 4組 4年 5組
期日 2013年 10月 21日–11月 18日 2016年 1月 13日–3月 3日
生徒数（人） 33 33 28 28 27

























































































































































































































































































































































捕球 1組 2組 X2値
?????????????





成功数（回） 34 32 成功数（回） 64 59
失敗数（回） 35 36 失敗数（回） 27 33
総数（回） 69 68 総数（回） 91 92





成功数（回） 18 13 成功数（回） 96 95
失敗数（回） 22 25 失敗数（回） 0 3
総数（回） 40 38 総数（回） 96 98




成功数（回） 34 29 成功数（回） 0 0
失敗数（回） 6 9 失敗数（回） 0 0
総数（回） 40 38 総数（回） 0 0
???





成功数（回） 12 10 成功数（回） 93 51
失敗数（回） 19 22 失敗数（回） 30 62












球の成功率は 4時間目の 48.2％から 8時間目の 69.0％
へと有意に向上した（p＜0.001）．また，送球の成功
率は，4時間目の 39.7％から 8時間目の 83.9％へと有
意に向上し（p＜0.001），4時間目と比較すると40％以
上の伸びを示した．さらに，送球に関する意思決定の
成功率は，4時間目の 80.8％から 8時間目の 100％へ
と有意な伸びを示した（p＜0.001）．
次に，「修正並びっこ」の結果をみてみると，捕球




















捕球 3組 4組 5組 X2値
?????????????
バックアップ 3組 4組 5組 X2値
成功率（％） 53.13 57.58 71.88
2.582 n.s.
成功率（％） 57.33 45.26 64.29
7.198*
成功数（回） 17 19 23 成功数（回） 43 43 63
失敗数（回） 15 14 9 失敗数（回） 32 52 35
総数（回） 32 33 32 総数（回） 75 95 98
送球 3組 4組 5組 X2値 スタート 3組 4組 5組 X2値
成功率（％） 0 0 0 成功率（％） 69.04 98.4 85.71
17.715***
成功数（回） 0 0 0 成功数（回） 97 123 108
失敗数（回） 0 0 0 失敗数（回） 4 2 18
総数（回） 0 0 0 総数（回） 101 125 126
送球に関する意思決定 3組 4組 5組 X2値 ベースの選択 3組 4組 5組 X2値
成功率（％） 0 0 0 成功率（％） 68.93 66.13 77.78
4.462 n.s.
成功数（回） 0 0 0 成功数（回） 71 82 98
失敗数（回） 0 0 0 失敗数（回） 32 42 28
総数（回） 0 0 0 総数（回） 103 124 126
???
チームでの意思決定 3組 4組 5組 X2値 役割行動に関する意思決定 3組 4組 5組 X2値
成功率（％） 67.86 53.33 71.43
2.332 n.s.
成功率（％） 59.62 50.4 50.79
2.406 n.s.
成功数（回） 19 16 20 成功数（回） 62 63 64
失敗数（回） 9 14 8 失敗数（回） 42 62 62

























捕球 4時間目 8時間目 変化
????????








合計 成功率（％） 53.1 73.1 20.0
??
打球 成功率（％） 51.4 65.4 14.0
??
打球 成功率（％） 53.1 73.1 20.0
ベースカバー 成功率（％） 44.0 67.1 23.1 ベースカバー 成功率（％） 0 0 0
中継 成功率（％） 57.1 100 42.9 中継 成功率（％） 0 0 0
2
?
合計 成功率（％） 47.1 67.5 20.4
4
?
合計 成功率（％） 57.6 70.5 12.9
??
打球 成功率（％） 46.2 64.3 18.1
??
打球 成功率（％） 57.6 70.5 12.9
ベースカバー 成功率（％） 44.4 68 23.6 ベースカバー 成功率（％） 0 0 0
中継 成功率（％） 100 77.8 －22.2 中継 成功率（％） 0 0 0
5
?
合計 成功率（％） 71.9 69.2 －2.6
??
打球 成功率（％） 71.9 69.2 －2.6
ベースカバー 成功率（％） 0 0 0




捕球 4時間目 8時間目 X2値
????????





成功数（回） 66 238 成功数（回） 59 137
失敗数（回） 71 107 失敗数（回） 38 56
総数（回） 137 345 総数（回） 97 193




成功数（回） 31 183 成功数（回） 0 0
失敗数（回） 47 35 失敗数（回） 0 0
総数（回） 78 218 総数（回） 0 0




成功数（回） 63 218 成功数（回） 0 0
失敗数（回） 15 0 失敗数（回） 0 0







バックアップ 4時間目 8時間目 X2値
?????????????




　成功数（回） 123 396 　成功数（回） 149 416
　失敗数（回） 60 4 　失敗数（回） 119 88














成功数（回） 64 196 成功数（回） 43 152
失敗数（回） 27 3 失敗数（回） 32 24














成功数（回） 59 200 成功数（回） 43 134
失敗数（回） 33 1 失敗数（回） 52 32
















　成功数（回） 191 378 　成功数（回） 328 660
　失敗数（回） 3 0 　失敗数（回） 24 4
　総数（回） 194 378 　総数（回） 352 664
ベースの選択 4時間目 8時間目 X2値 ベースの選択 1時間目 7時間目 X2値
　成功率（％） 0 0 　成功率（％） 71.1 91.7
　成功数（回） 0 0 　成功数（回） 251 609
　失敗数（回） 0 0 　失敗数（回） 102 55




















役割行動に関する意思決定 4時間目 8時間目 X2値 役割行動に関する意思決定 1時間目 7時間目 X2値
　成功率（％） 61.0 99.0 　成功率（％）　 53.2 79.4
27.882***
　成功数（回） 144 519 　成功数（回） 189 527
　失敗数（回） 92 5 　失敗数（回） 166 137







成功数（回） 93 259 成功数（回） 62 198
失敗数（回） 30 5 失敗数（回） 42 33





成功数（回） 51 260 成功数（回） 63 177
失敗数（回） 62 0 失敗数（回） 62 41













1時間目の 93.2％から 7時間目の 99.4％へと有意に向
上した（p＜0.001）．加えて，ベースの選択の成功率










行った 8時間目の 1組は 96.8％，2組は 100％であり，




た 7時間目の 3組は 98.0％，4組は 98.8％，5組は
92.9％であった．中継については，「みんなでアウト」






バックアップ 4時間目 8時間目 変化
?????????????








合計 成功率（％） 57.3 86.4 29.0
内
訳
カバー 成功率（％） 56.8 96.8 40.0
内
訳
カバー 成功率（％） 34.8 73.5 38.7
ベースカバー 成功率（％） 85.4 100 14.6 ベースカバー 成功率（％） 93.1 98.0 4.9
中継 成功率（％） 66.7 100 33.3 中継 成功率（％） 0 0 0
2
組
合計 成功率（％） 64.1 99.5 35.4
4
組
合計 成功率（％） 45.3 80.7 35.5
内
訳
カバー 成功率（％） 50.0 100 50.0
内
訳
カバー 成功率（％） 19.6 62.2 42.6
ベースカバー 成功率（％） 81.0 100 19.0 ベースカバー 成功率（％） 69.4 98.8 29.4
中継 成功率（％） 50.0 94.4 44.4 中継 成功率（％） 0 0 0
5
組
合計 成功率（％） 64.3 80.2 16.0
内
訳
カバー 成功率（％） 34.5 51.0 16.5
ベースカバー 成功率（％） 76.8 92.9 16.1
中継 成功率（％） 0 0 0








合計 成功率（％） 59.6 85.7 26.1
内
訳
捕球者 成功率（％） 90.9 95.6 4.7
内
訳
捕球者 成功率（％） 78.6 98.2 19.6
カバー 成功率（％） 68.3 100 31.7 カバー 成功率（％） 60.0 85.1 25.1
ベースカバー 成功率（％） 75.6 97.7 22.1 ベースカバー 成功率（％） 47.8 79.8 32.0
中継 成功率（％） 50.0 100 50.0 中継 成功率（％） 0 0 0
2
?
合計 成功率（％） 45.1 100 54.9
4
組
合計 成功率（％） 50.4 81.2 30.8
内
訳
捕球者 成功率（％） 51.5 100 48.5
内
訳
捕球者 成功率（％） 93.3 92.3 －1.0
カバー 成功率（％） 42.3 100 57.7 カバー 成功率（％） 31.0 87.5 56.5
ベースカバー 成功率（％） 47.8 100 52.2 ベースカバー 成功率（％） 39.4 72.7 33.3
中継 成功率（％） 20.0 100 80.0 中継 成功率（％） 0 0 0
5
組
合計 成功率（％） 50.8 70.7 19.9
内
訳
捕球者 成功率（％） 75.0 85.2 10.2
カバー 成功率（％） 21.9 45.5 23.6
ベースカバー 成功率（％） 54.5 76.4 21.9








時間目の 1組は 95.6％，2組は 100％であり，「修正並
びっこ」を行った 7時間目の 3組は 98.2％，4組は
92.3％，5組は 85.2％であった．カバーについては，
「みんなでアウト」を行った 8時間目の 1組と 2組は
100％であり，「修正並びっこ」を行った 7時間目の 3
組は 85.1％，4組は 87.5％，5組は 45.5％であった．
ベースカバーについては，「みんなでアウト」を行っ



































































チームでの意思決定 4時間目 8時間目 X2値
???





　成功数（回） 22 112 　成功数（回） 55 138
　失敗数（回） 41 15 　失敗数（回） 31 21









































































































































48.8％ 64.9％ 61.4％ 78.2％ 39.7％ 83.9％ 80.8％ 100％ 67.2％ 99.0％ 98.5％ 100％ 発生していない 61.0％ 99.0％ 34.9％ 88.2％

































































































































































































































































































A実践 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
最後の時間
の成功率
約 64.9％ 約 78.2％ 83.9％及び 100％ 99.0％ 100％ 99.0％ 88.2％































































9） 分析対象とした両メインゲームは，orp et al.16）の
Stages in game modicationの考えを取り入れている．


































































































































































最後の 8時間目は，1組は 2回の表裏のゲームを 4ゲー
ムと 1回の表裏のゲームを 2ゲーム，2組は 2回の表裏
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